
積算温度と水和率を用いた養生日数の決定

求められる性能

強度

耐久性

⽔和が
進⾏養⽣ 空隙が

減少

養生温度が高いほど水和進行は早いが、
期間も踏まえた積算温度としてみると
同様の進行をするか？

水和の進行を強熱減量法によって
セメント種・養生温度毎に調べる。

強熱減量に使用する電気炉


